
理
」「
資
源
管
理
」「
指
揮
管
理
」「
継
続
的
維

持
管
理
」
の
５
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち
「
指
揮
管
理
」
を
構
成
す
る
３
要
素
が

「
多
組
織
間
連
携
シ
ス
テ
ム
」「
広
報
」そ
し
て

「
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」で
あ
る
。（
図
表
１
）

（
５
） 

Ｉ
Ｃ
Ｓ
が
な
い
と
ど
う
な
る
か

●
責
任
の
欠
如
が
起
こ
る
。
曖
昧
な
指
揮
監

督
系
統
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

●
シ
ス
テ
ム
の
非
効
率
利
用
と
略
語
や
用
語

の
不
一
致
で
意
思
疎
通
の
不
全
が
起
こ
る
。

●
秩
序
あ
る
組
織
的
な
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス

が
欠
如
す
る
。

●
共
通
性
や
柔
軟
性
に
欠
け
る
管
理
構
造
の

た
め
、
指
揮
者
は
権
限
移
譲
に
よ
る
負
荷

の
効
率
よ
い
管
理
が
で
き
な
い
。

●
組
織
間
の
要
求
を
、管
理
構
造
や
計
画
策
定

プ
ロ
セ
ス
に
効
果
的
に
統
合
す
る
方
法
が

事
前
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
状
態
に
な
る
。

（
６ 

）Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
使
う
こ
と
の
効
用

　

要
員
の
安
全
確
保
、
災
害
対
応
の
目
的
達

成
、
資
源
の
効
率
的
利
用
に
役
立
つ
。

（
１
） 

標
準
化

① 

共
通
用
語

　

共
通
用
語
と
平
易
文
の
使
用
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ

内
の
意
思
疎
通
能
力
向
上
に
不
可
欠
で
あ

る
。

（
２
） 

指
揮

① 

指
揮
の
確
立
と
移
譲

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は「
指
揮
」を「
明
文
化
さ
れ
た

法
規
ま
た
は
権
限
移
譲
に
基
づ
き
指
示
・
命

令
・
管
理
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
。

現
場
で
は
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
コ
マ
ン
ダ
ー（
指

揮
者
）が
指
揮
権
を
持
つ
。

　

指
揮
を
移
譲
す
る
際
に
は
充
分
な
引
き
継

ぎ
と
組
織
内
周
知
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

指
揮
の
移
譲
は
次
の
場
合
に
行
わ
れ
る
。

●
よ
り
適
任
の
指
揮
者
が
到
着
し
指
揮
を
執

る
と
き

●
管
轄
の
当
局
ま
た
は
機
関
が
法
に
基
づ
き

指
揮
を
執
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
き

●
事
態
が
複
雑
化
し
つ
つ
あ
る
と
き

●
指
揮
者
が
休
息
を
取
る
必
要
が
あ
る
と
き

② 

指
揮
系
統
と
指
揮
の
一
元
性

　

指
揮
者
は
、
指
揮
系
統
に
基
づ
き
、
監
督

下
の
全
要
員
の
行
動
を
指
示
管
理
で
き
る
。

要
員
の
行
動
に
は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー（
監
督

者
）
の
命
令
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

組
織
の
混
乱
が
防
止
さ
れ
る
。
な
お
、
指
揮

系
統
の
存
在
は
要
員
同
士
の
直
接
的
な
情
報

共
有
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

指
揮
の
一
元
性
に
よ
り
、一
人
の
要
員
は
た

だ
一
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｓ
監
督
者
の
み
に
報
告
し
、

ま
た
そ
こ
か
ら
の
み
業
務
指
示
を
受
け
る
。

（
３
） 

計
画
策
定
と
組
織
構
造

① 

目
標
に
よ
る
管
理

　

災
害
対
応
の
目
標
の
優
先
順
位
は
、
ま
ず

「
生
命
の
安
全
」、
次
に
「
事
態
の
安
定
化
」、

は
、
安
全
と
説
明
責
任
が
最
優
先
さ
れ
る

災
害
対
応
に
お
い
て
は
、
極
め
て
重
要
で

あ
る
。

（
４
） 

施
設
と
資
源

① 

場
所
と
施
設

●
指
揮
所（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
コ
マ
ン
ド
・
ポ

ス
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
）：
指
揮
者
が
全
業
務
を
監

視
す
る
場
所
。

●
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
：
配
置
を
待
つ
要
員

や
設
備
が
集
積
さ
れ
る
場
所
。

●
ベ
ー
ス
：
物
資
調
達
お
よ
び
総
務
の
主
要
機

能
を
調
整
管
理
す
る
場
所
。

●
キ
ャ
ン
プ
：
ベ
ー
ス
に
保
管
し
き
れ
な
い
資

源
を
置
い
て
お
く
場
所
。

② 

総
合
的
資
源
管
理

　

資
源
管
理
は「
分
類
・
発
注
・
発
送
・
追
跡
・

補
充
」の
プ
ロ
セ
ス
で
構
成
さ
れ
る
。

（
５
） 

情
報
通
信
管
理

●
統
合
通
信
：
災
害
時
の
通
信
は
、
共
通
通

信
計
画
の
設
定
と
活
用
、
お
よ
び
通
信
手

段
・
手
順
・
シ
ス
テ
ム
の
相
互
運
用
に
よ

っ
て
促
進
さ
れ
る
。

（
６
） 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

① 

説
明
責
任

　

現
場
で
は
特
に
次
の
原
則
を
守
る
こ
と
。

●
災
害
対
応
計
画
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
）：
運
用
は
必
ず

Ｉ
Ａ
Ｐ
に
沿
っ
て
行
う
。

●
指
揮
の
一
元
性
：
各
要
員
は
そ
れ
ぞ
れ
た
だ

一
人
の
監
督
者
の
も
と
に
配
置
さ
れ
る
。

●
統
制
範
囲
：
監
督
者
は
配
下
の
要
員
を
適

そ
し
て「
財
産
や
環
境
の
保
全
」で
あ
る
。

② 

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
組
織

　

平
時
の
組
織
構
造
と
の
相
違
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ

独
特
の
役
職
名
と
組
織
構
造
が
あ
る
こ
と

と
、
要
員
の
配
置
を
階
級
で
は
な
く
専
門
性

に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
で
あ
る
。

③ 

モ
ジ
ュ
ラ
ー
組
織

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
組
織
構
造
は
、
災
害
の
規
模
と

複
雑
さ
が
増
す
ご
と
に
上
か
ら
順
に
モ
ジ
ュ

ラ
ー
方
式
で
拡
張
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

機
能
上
の
責
任
も
委
譲
さ
れ
て
い
く
。
拡
張

性
と
柔
軟
性
が
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
組
織
構
造
の
特
徴

で
あ
る
。（
図
表
２
）

④ 

災
害
対
応
計
画（
Ｉ
Ａ
Ｐ
）

　

Ｉ
Ａ
Ｐ
は
戦
略
そ
の
も
の
で
あ
る
。
災
害

対
応
の
目
標
と
そ
の
た
め
に
遂
行
す
べ
き
活

動
が
明
記
さ
れ
る
。
記
述
対
象
は
活
動
期
間

全
体
に
及
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
表
現
手
段
は
口

頭
で
も
文
書
で
も
構
わ
な
い
。

　

Ｉ
Ａ
Ｐ
に
は「
す
る
こ
と
」「
責
任
者
」「
連

絡
方
法
」「
負
傷
者
発
生
時
の
対
処
方
法
」
を

含
め
る
。

⑤ 

管
理
可
能
な
統
制
範
囲（
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）

　

統
制
範
囲（
ス
パ
ン
・
オ
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
は
、
一
人
の
監
督
者
が
効
果

的
に
管
理
で
き
る
人
ま
た
は
資
源
の
数
で

あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
は
監
督
者
一
人
あ
た
り
の

統
制
範
囲
を
３
～
７
名
と
し
、
５
人
を
超
え

な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。（
図
表
３
）

　

効
果
的
な
統
制
範
囲
を
維
持
す
る
こ
と

●
様
々
な
組
織
が
協
調
し
て
対
応
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
計
画
の
策
定
と
資
源
の
管
理
に
つ
い
て
の

共
通
プ
ロ
セ
ス
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
施
設
・
設
備
・
人
員
・
手
順
・
通
信
を
、

共
通
の
組
織
構
造
の
中
で
統
合
的
に
運
用

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
） 

い
つ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
使
う
の
か

　

自
然
災
害
、
技
術
的
災
害
、
人
為
災
害
、

そ
し
て
計
画
的
イ
ベ
ン
ト
を
管
理
す
る
時
。

（
３
） 

な
ぜ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
使
う
の
か

　

何
よ
り
も
、
人
命
を
救
う
の
に
有
効
だ
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
国
家
イ
ン
シ
デ

ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム（
Ｎ
Ｉ
Ｍ

Ｓ
）で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

（
４
） 

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
の
５
要
素
と
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
「
事
前
準
備
」「
情
報
通
信
管

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
コ
マ
ン
ド
・
シ
ス
テ
ム（
Ｉ

Ｃ
Ｓ
）
は
米
国
が
国
家
規
模
で
制
定
し
導
入

し
て
い
る
、
災
害
対
応
の
現
場
指
揮
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
全
体
概
要
に
つ
い
て

は
前
回
のR

M
 Search

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
教
育
コ
ー
ス
は
入
門
か
ら
応
用

ま
で
幾
つ
か
の
段
階
や
分
野
に
分
け
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
入
門
編
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ

１
０
０
）
と
基
礎
編
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
２
０
０
）
を
含

む
一
部
の
コ
ー
ス
の
テ
キ
ス
ト
は
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ

（
米
国
危
機
管
理
庁
）の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。
今
回
は
、
こ
の
う
ち
入
門
編
（
Ｉ
Ｃ

Ｓ
１
０
０
）の
内
容
を
抄
訳
し
紹
介
す
る
。

　

な
お
現
在
、
国
内
の
関
係
者
に
よ
り
全
訳

の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
独

自
に
訳
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
訳
版
と
は

訳
語
等
が
異
な
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

　

コ
ー
ス
は
７
つ
の
単
元
で
構
成
さ
れ
る
。

単
元
１
： 

コ
ー
ス
の
概
要

単
元
２
： 
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
概
要

単
元
３
： 
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
特
徴
と
原
則

単
元
４
： 

指
揮
者
と
指
揮
ス
タ
ッ
フ
機
能

単
元
５
： 

一
般
ス
タ
ッ
フ
機
能

単
元
６
： 

統
合
指
揮

単
元
７
： 

コ
ー
ス
の
ま
と
め（
略
）

　

以
下
、
単
元
に
沿
っ
て
説
明
す
る
。

（
１
） 

Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
は
な
に
か

●
標
準
化
さ
れ
、
現
場
に
即
し
た
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
イ
ン
シ
デ
ン

ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
概
念
で
あ
る
。

図表１　ＮＩＭＳの５要素とＩＣＳの関係

ＩＣＳ

多組織間
連携システム

広報

事前準備

通信情報管理

資源管理

指揮管理

継続的維持管理

図表２　モジュラー組織の拡張

図表３　統制範囲（ＳＯＣ）の維持

最少

最適

最多

SOCは3～7に維持する

コ
ー
ス
の
概
要

1
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
概
要

2

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
特
徴
と
原
則

3
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限
を
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

① 

広
報
担
当
者（
Ｐ
Ｉ
Ｏ
）

●
情
報
発
信
と
広
報
対
応
に
つ
い
て
指
揮
者

に
助
言
す
る
。

●
計
画
策
定
部
門
、
地
域
社
会
、
報
道
機
関

と
情
報
交
換
す
る
。

② 

安
全
担
当
者

●
安
全
性
の
問
題
を
指
揮
者
に
助
言
す
る
。

●
関
係
す
る
全
要
員
の
安
全
を
確
保
す
る
。

③ 

渉
外
担
当
者

●
関
係
機
関
と
の
連
絡
窓
口
を
務
め
る
。

●
支
援
組
織
へ
の
説
明
を
行
う
。

（
１
） 

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
組
織
構
造
の
要
素

① 

部
門（
セ
ク
シ
ョ
ン
）：
４
つ
の
主
要
機
能

の
責
任
階
層
。

② 

地
区
（
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
）：
災
害
が
広
域
に

わ
た
る
場
合
の
地
理
的
な
区
分
。

③ 

集
団（
グ
ル
ー
プ
）：
運
用
の
機
能
分
野
。

④ 

支
部（
ブ
ラ
ン
チ
）：
地
区
や
集
団
の
数
が

統
制
範
囲
を
超
え
る
時
に
設
け
る
区
分
。

⑤ 

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｆ
）：
多
様
な
資
源

で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
。

⑥ 

ス
ト
ラ
イ
ク
チ
ー
ム
（
Ｓ
Ｔ
）：
単
一
種
類

の
資
源
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
。

⑦ 

シ
ン
グ
ル
リ
ソ
ー
ス（
Ｓ
Ｒ
）：
必
要
な
装

備
等
を
持
つ
、
特
定
分
野
の
専
門
家
。

（
２
）Ｉ
Ｃ
Ｓ
監
督
層
お
よ
び
補
佐
の
役
職
名

① 

指
揮
：
指
揮
者
／
代
理（
デ
プ
テ
ィ
ー
）

② 

指
揮
ス
タ
ッ
フ
：
オ
フ
ィ
サ
ー
／
補
助
者

③ 

一
般
ス
タ
ッ
フ（
部
門
）：
チ
ー
フ
／
代
理

④ 

支
部
：
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
代
理

⑤ 

地
区
・
集
団
：
監
督
者
／（
非
該
当
）

⑥ 

班
（
ユ
ニ
ッ
ト
）：
リ
ー
ダ
ー
／
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

⑦ 

Ｓ
Ｔ
・
Ｔ
Ｆ
：
リ
ー
ダ
ー
／
Ｓ
Ｒ
ボ
ス

（
３
） 

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
部
門
チ
ー
フ
と
そ
の
代
理

　

部
門
チ
ー
フ
は
一
人
以
上
の
代
理
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。
代
理
は
チ
ー
フ
の
責
務
の

特
定
の
一
部
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
４
） 

組
織
間
連
携
の
増
進

　

災
害
対
応
が
複
数
の
組
織
に
跨
っ
て
行
わ

れ
る
場
合
、
他
組
織
か
ら
の
代
表
者
を
「
代

理
」
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
で
組
織
間
連
携

が
増
進
さ
れ
る
。

（
５
） 

運
用
部
門
の
主
要
活
動
と
特
徴

●
他
部
門
よ
り
先
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る
。

●
全
て
の
戦
術
運
用
を
指
示
調
整
す
る
。

●
下
層
か
ら
順
に
拡
張
さ
れ
る
。

●
も
っ
と
も
多
く
の
資
源
を
持
つ
。

●
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
と
特
別
組
織
を
持

つ
こ
と
が
あ
る
。

●
小
規
模
災
害
の
場
合
、
運
用
部
門
は
チ
ー

フ
と
複
数
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
。

●
運
用
部
門
の
チ
ー
ム
例
：
捜
索
救
難
Ｓ
Ｔ
、

救
急
Ｓ
Ｔ
、
周
辺
警
備
Ｓ
Ｔ
、
被
害
査
定

Ｔ
Ｆ
、
避
難
所
・
給
食
Ｔ
Ｆ
、
公
共
事
業

●
要
員
の
業
務
時
間
管
理（
時
間
管
理
班
）

●
費
用
分
析（
費
用
班
）

●
人
身
傷
害
や
財
産
の
損
害
賠
償
、
賠
償
の

た
め
の
文
書
作
成（
賠
償
・
請
求
班
）

　

統
合
指
揮
と
は
、
様
々
な
機
関
や
組
織
の

指
揮
者
が
単
一
指
揮
組
織
を
形
成
し
て
共
同

運
用
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

法
的
、
地
理
的
、
機
能
的
に
責
務
が
異
な
る

団
体
や
機
関
が
効
果
的
に
計
画
し
調
整
し
協

力
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

統
合
指
揮
で
は
、
指
揮
者
達
は
共
同
で
決

定
を
下
し
、
単
一
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
。

指
揮
の
一
元
性
は
維
持
さ
れ
、
個
々
の
対
応

要
員
の
報
告
先
は
各
専
門
分
野
の
監
視
者
た

だ
一
人
で
あ
る
。

（
１
） 

統
合
指
揮
の
効
果

●
優
先
順
位
と
制
約
認
識
が
共
有
さ
れ
る
。

●
災
害
対
応
の
目
標
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
。

●
協
働
的
戦
略
が
と
れ
る
。

●
内
外
の
情
報
の
流
れ
が
促
進
さ
れ
る
。

●
労
力
の
無
駄
な
重
複
が
削
減
で
き
る
。

●
資
源
を
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る
。

（
２
） 

統
合
指
揮
の
特
徴

●
災
害
対
応
の
単
一
統
合
組
織
で
あ
る
。

●
施
設
は
一
か
所
に
共
有
配
置
さ
れ
る
。

●
災
害
対
応
目
標
、
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
、

災
害
対
応
計
画
の
い
ず
れ
も
単
一
で
あ
る
。

●
一
般
ス
タ
ッ
フ
も
統
合
さ
れ
る
。

●
資
源
発
注
が
連
携
よ
く
行
わ
れ
る
。

（
３
） 

統
合
指
揮
の
成
功
の
鍵

●
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
含
め
る
こ
と
。

●
初
期
対
応
要
員
に
自
ら
の
法
お
よ
び
倫
理

上
の
責
務
を
周
知
す
る
こ
と
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

●
教
育
訓
練
を
共
同
で
行
う
こ
と
。

（
４
） 

災
害
対
応
連
携

●
関
係
者
が
協
力
し
て
方
針
を
策
定
す
る
。

●
情
報
の
収
集
・
分
析
・
発
信
を
行
い
、
共

通
運
用
図
の
策
定
を
支
援
す
る
。

●
複
数
災
害
間
の
優
先
順
位
を
設
定
す
る
。

●
資
源
制
約
の
問
題
を
解
決
す
る
。

●
物
資
調
達
と
資
源
追
跡
を
促
進
す
る
。

●
公
表
す
る
情
報
や
発
言
を
一
本
化
す
る
。

（
５
） 

統
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
）

●
広
報
活
動
を
連
携
よ
く
行
う
た
め
に
Ｊ
Ｉ

Ｃ
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ

は
全
報
道
機
関
に
対
す
る
広
報
窓
口
と
し

て
機
能
す
る
。
可
能
な
ら
全
関
係
機
関
の

広
報
担
当
者
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
に
同
居
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

◆

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
１
０
０
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
最
大
の
特

徴
で
あ
る
「
５
つ
の
機
能
と
組
織
構
造
」
に

つ
い
て
、「
共
通
化
・
標
準
化
」「
柔
軟
性
・

拡
張
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
説
明
し
た
。
次

回
は
基
礎
編
に
あ
た
る
Ｉ
Ｃ
Ｓ
２
０
０
を
紹

介
す
る
。

Ｔ
Ｆ
、
等
。

（
６
） 

チ
ー
ム
の
統
制
範
囲

　

チ
ー
フ
が
抱
え
る
チ
ー
ム
数
が
統
制
範
囲

を
超
え
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
、
い
く
つ
か

の
チ
ー
ム
を
一
人
の
集
団
監
督
者
の
下
に
ま

と
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
広
域
災
害
の
場

合
は
地
区
を
分
け
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

　

複
合
災
害
で
、
集
団
や
地
区
の
数
が
チ
ー

フ
の
統
制
範
囲
を
超
え
る
よ
う
な
時
、
チ
ー

フ
は
複
数
の
集
団
を
束
ね
る
「
支
部
」
を
設

置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

（
７
） 

計
画
策
定
部
門
の
主
要
活
動
と
班

●
資
源
の
追
跡（
資
源
班
）

●
情
報
の
収
集
・
評
価
・
公
表（
情
勢
班
）

●
Ｉ
Ａ
Ｐ
策
定
と
文
書
の
更
新（
文
書
班
）

●
撤
収
計
画
の
策
定（
撤
収
班
）

（
８
） 

物
資
調
達
部
門
の
主
要
活
動
と
班

サ
ー
ビ
ス
支
部
：

●
通
信
計
画
策
定
と
資
源
提
供（
通
信
班
）

●
対
応
要
員
へ
の
医
療
の
提
供（
医
療
班
）

●
対
応
要
員
へ
の
食
事
提
供（
食
糧
班
）

サ
ポ
ー
ト
支
部
：

●
人
員
・
器
材
・
消
耗
品
の
発
注
、
入
手
、

管
理
、
会
計（
補
給
班
）

●
施
設
の
設
置
と
維
持
管
理（
施
設
班
）

●
地
上
交
通
手
段
の
提
供（
地
上
支
援
班
）

（
９
） 

財
務
・
総
務
部
門
の
主
要
活
動
と
班

●
契
約
交
渉
と
履
行
監
視（
調
達
班
）

切
に
監
督
統
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
資
源
の
追
跡：
監
督
者
は
資
源
の
状
態
変
化

を
記
録
し
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
災
害
対
応
に
際
し
て
は
、
自
ら
の
ス
ト
レ

ス
を
管
理
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ

り
続
け
る
こ
と
。

② 

派
遣
お
よ
び
展
開

●
指
示
が
あ
る
ま
で
は
平
常
業
務
に
就
く
。

自
己
判
断
で
現
地
に
赴
か
な
い
こ
と
。

●
現
場
で
は
、
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て

担
当
業
務
の
割
り
当
て
を
受
け
る
。

（
１
） 

５
つ
の
管
理
機
能

① 

指
揮

●
目
標
、
戦
略
、
優
先
順
位
を
設
定
す
る
。

●
災
害
対
応
の
全
責
務
を
引
き
受
け
る
。

② 

運
用

●
戦
術
と
資
源
を
決
定
す
る
。

●
戦
術
レ
ベ
ル
の
対
応
を
指
示
す
る
。

③ 

計
画
策
定

●
情
報
を
収
集
し
分
析
す
る
。

●
資
源
を
追
跡
す
る
。

●
文
書
を
更
新
す
る
。

④ 

物
資
調
達

●
資
源
と
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
。

⑤ 

財
務
・
総
務

●
災
害
対
応
に
か
か
る
費
用
を
把
握
す
る
。

●
会
計
・
調
達
・
時
間
管
理
・
費
用
分
析
を

行
う
。

④ 

代
理
指
揮
者

　

指
揮
者
は
一
人
以
上
の
代
理
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
。
代
理
は
以
下
の
業
務
を
行
う
。

●
指
揮
者
が
求
め
る
特
定
の
任
務

●
処
理
能
力
超
過
時
の
指
揮
機
能
の
代
行

●
管
轄
の
支
援
機
関
の
代
表
の
代
行

（
３
） 

組
織
の
拡
張

　

指
揮
者
は
、
災
害
の
拡
大
に
合
わ
せ
、
指

揮
ス
タ
ッ
フ
（
広
報
担
当
者
、
安
全
担
当
者
、

渉
外
担
当
者
）お
よ
び
一
般
ス
タ
ッ
フ（
運
用

部
門
、
計
画
策
定
部
門
、
物
資
調
達
部
門
、

財
務
・
総
務
部
門
）
の
組
織
を
拡
張
し
て
権

（
２
） 

指
揮
者

① 

指
揮
者
の
機
能

　

指
揮
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
５
つ
の
管
理
機
能
全

て
に
責
任
を
持
つ
。
小
規
模
災
害
で
は
指
揮

者
が
５
機
能
を
一
人
で
兼
ね
る
こ
と
も
あ
る
。

② 

管
理
機
能
の
委
譲

　

指
揮
者
は
災
害
の
規
模
に
応
じ
て
、
下
位

の
部
門
を
設
置
し
、
権
限
を
委
譲
で
き
る
。

③ 

指
揮
者
の
責
務

●
災
害
対
応
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

●
内
外
関
係
者
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

●
他
機
関
と
の
連
絡
を
維
持
す
る
こ
と
。

図表４　ＩＣＳの機能と組織（青色は必須機能、他は必要に応じ設置）

運用部門

航空運用支部

○○支部

△△地区

××ST

▽▽TF

●●SR

・・・・・・

計画策定部門

指揮者 他組織の指揮者 破線は
統合指揮の
実施時のみ
適用

他分野の指揮者

統合目標

資源班

情勢班

文書班

撤収班

技術的専門家

広報担当者

安全担当者

渉外担当者

物資調達部門

サービス支部

通信班

医療班

食糧班

補給班

施設班

地上支援班

サポート支部

財務総務部門

調達班

時間管理班

費用班

賠償・請求班

（運用部門の構成は概念図）

指揮スタッフ

一
般
ス
タ
ッ
フ

指
揮
者
と

指
揮
ス
タ
ッ
フ
機
能

4

一
般
ス
タ
ッ
フ
機
能

5

統
合
指
揮

6
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